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    第一章


    
      1マラキによってイスラエルに臨のぞんだ主しゅの言葉ことばの託宣たくせん。
    


    
      2主しゅは言いわれる、「わたしはあなたがたを愛あいした」と。ところがあなたがたは言いう、「あなたはどんなふうに、われわれを愛あいされたか」。主しゅは言いわれる、「エサウはヤコブの兄あにではないか。しかしわたしはヤコブを愛あいし、 3エサウを憎にくんだ。かつ、わたしは彼かれの山地やまちを荒あらし、その嗣し業ぎょうを荒野あらのの山犬やまいぬに与あたえた」。 4もしエドムが「われわれは滅ほろぼされたけれども、荒あれた所ところを再ふたたび建たてる」と言いうならば、万軍ばんぐんの主しゅは「彼かれらは建たてるかもしれない。しかしわたしはそれを倒たおす。人々ひとびとは、彼かれらを悪あしき国くにととなえ、とこしえに主しゅの怒いかりをうける民たみととなえる」と言いわれる。 5あなたがたの目めはこれを見みて、「主しゅはイスラエルの境さかいを越こえて大おおいなる神かみである」と言いうであろう。
    


    
      6「子こはその父ちちを敬うやまい、しもべはその主人しゅじんを敬うやまう。それでわたしがもし父ちちであるならば、あなたがたのわたしを敬うやまう事実じじつが、どこにあるか。わたしがもし主人しゅじんであるならば、わたしを恐おそれる事実じじつが、どこにあるか。わたしの名なを侮あなどる祭司さいしたちよ、と万軍ばんぐんの主しゅはあなたがたに言いわれる。ところがあなたがたは『われわれはどんなふうにあなたの名なを侮あなどったか』と言いい、 7汚けがれた食物しょくもつをわたしの祭壇さいだんの上うえにささげる。またあなたがたは、主しゅの台だいは卑いやしむべき物ものであると考かんがえて、『われわれはどんなふうに、それを汚けがしたか』と言いう。 8あなたがたが盲目もうもくの獣けものを、犠牲ぎせいにささげるのは悪わるい事ことではないか。また足あしのなえたもの、病やめるものをささげるのは悪わるい事ことではないか。今いまこれをあなたのつかさにささげてみよ。彼かれはあなたを喜よろこび、あなたを受うけいれるであろうかと、万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる。 9あなたがたは、神かみがわれわれをあわれまれるように、神かみの恵めぐみを求もとめてみよ。このようなあなたがたの手てのささげ物ものをもって、彼かれはあなたがたを受うけいれられるであろうかと、万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる。 10あなたがたがわが祭壇さいだんの上うえにいたずらに、火ひをたくことのないように戸とを閉とじる者ものがあなたがたのうちに、ひとりあったらいいのだが。わたしはあなたがたを喜よろこばない、またあなたがたの手てからささげ物ものを受うけないと、万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる。 11日ひの出でる所ところから没ぼっする所ところまで、国々くにぐにのうちにわが名なはあがめられている。また、どこでも香こうと清きよいささげ物ものが、わが名なのためにささげられる。これはわが名なが国々くにぐにのうちにあがめられているからであると、万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる。 12ところがあなたがたは、主しゅの台だいは汚けがれている、またこの食物しょくもつは卑いやしむべき物ものであると言いって、これを汚けがした。 13あなたがたはまた『これはなんと煩わずらわしい事ことか』と言いって、わたしを鼻はなであしらうと、万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる。あなたがたはまた奪うばった物もの、足あしなえのもの、病やめるものを、ささげ物ものとして携たずさえて来くる。わたしはそれを、あなたがたの手てから、受うけるであろうかと主しゅは言いわれる。 14群むれのうちに雄おすの獣けものがあり、それをささげると誓ちかいを立たてているのに、傷きずのあるものを、主しゅにささげる偽いつわり者ものはのろわれる。わたしは大おおいなる王おうで、わが名なは国々くにぐにのうちに恐おそれられるべきであると、万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる。
    

  


  


  
    第二章


    
      1祭司さいしたちよ、今いまこの命令めいれいがあなたがたに与あたえられる。 2万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる、あなたがたがもし聞きき従したがわず、またこれを心こころに留とめず、わが名なに栄光えいこうを帰きさないならば、わたしはあなたがたの上うえに、のろいを送おくり、またあなたがたの祝福しゅくふくをのろいに変かえる。あなたがたは、これを心こころに留とめないので、わたしはすでにこれをのろった。 3見みよ、わたしはあなたがたの子孫しそんを責せめる。またあなたがたの犠牲ぎせいの糞ふんを、あなたがたの顔かおの上うえにまき散ちらし、あなたがたをわたしの前まえから退しりぞける。 4こうしてわたしが、この命令めいれいをあなたがたに与あたえたのは、レビと結むすんだわが契約けいやくが、保たもたれるためであることを、あなたがたが知しるためであると、万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる。 5彼かれと結むすんだわが契約けいやくは、生命せいめいと平安へいあんとの契約けいやくであって、わたしがこれを彼かれに与あたえたのは、彼かれにわたしを恐おそれさせるためである。彼かれはすでにわたしを恐おそれ、わが名なの前まえにおののいた。 6彼かれの口くちには、まことの律法りっぽうがあり、そのくちびるには、不義ふぎが見みられなかった。彼かれは平安へいあんと公義こうぎとをもって、わたしと共ともに歩あゆみ、また多おおくの人ひとを不義ふぎから立たち返かえらせた。 7祭司さいしのくちびるは知識ちしきを保たもち、人々ひとびとが彼かれの口くちから律法りっぽうを尋たずねるのが当然とうぜんである。彼かれは万軍ばんぐんの主しゅの使者ししゃだからだ。 8ところが、あなたがたは道みちを離はなれ、多おおくの人ひとを教おしえてつまずかせ、レビの契約けいやくを破やぶったと、万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる。 9あなたがたはわたしの道みちを守まもらず、律法りっぽうを教おしえるに当あたって、人ひとにかたよったがために、あなたがたをすべての民たみの前まえに侮あなどられ、卑いやしめられるようにする」。
    


    
      10われわれの父ちちは皆みな一つではないか。われわれを造つくった神かみは一つではないか。なにゆえ、われわれは先祖せんぞたちの契約けいやくを破やぶって、おのおのその兄弟きょうだいに偽いつわりを行おこなうのか。 11ユダは偽いつわりを行おこない、イスラエルおよびエルサレムの中なかには憎にくむべき事ことが行おこなわれた。すなわちユダは主しゅが愛あいしておられる聖所せいじょを汚けがして、他たの神かみに仕つかえる女おんなをめとった。 12どうか、主しゅがこうした事ことを行おこなう人ひとをば、証言しょうげんする者ものも、答弁とうべんする者ものも、また万軍ばんぐんの主しゅにささげ物ものをする者ものをも、ヤコブの幕屋まくやから断たたれるように。
    


    
      13あなたがたはまたこのような事ことをする。すなわち神かみがもはやささげ物ものをかえりみず、またこれをあなたがたの手てから、喜よろこんで受うけられないために、あなたがたは涙なみだと、泣なくことと、嘆なげきとをもって、主しゅの祭壇さいだんをおおい、 14「なぜ神かみは受うけられないのか」と尋たずねる。これは主しゅがあなたと、あなたの若わかい時ときの妻つまとの間あいだの、契約けいやくの証人しょうにんだったからである。彼女かのじょは、あなたの連つれ合あい、契約けいやくによるあなたの妻つまであるのに、あなたは彼女かのじょを裏切うらぎった。 15一つ神かみは、われわれのために命いのちの霊れいを造つくり、これをささえられたではないか。彼かれは何なにを望のぞまれるか。神かみを敬うやまう子孫しそんであるゆえ、あなたがたはみずから慎つつしんで、その若わかい時ときの妻つまを裏切うらぎってはならない。 16イスラエルの神かみ、主しゅは言いわれる、「わたしは離縁りえんする者ものを憎にくみ、また、しえたげをもってその衣ころもをおおう人ひとを憎にくむと、万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる。ゆえにみずから慎つつしんで、裏切うらぎることをしてはならない」。
    


    
      17あなたがたは言葉ことばをもって主しゅを煩わずらわした。しかしあなたがたは言いう、「われわれはどんなふうに、彼かれを煩わずらわしたか」。それはあなたがたが「すべて悪あくを行おこなう者ものは主しゅの目めに良よく見みえ、かつ彼かれに喜よろこばれる」と言いい、また「さばきを行おこなう神かみはどこにあるか」と言いうからである。
    

  


  


  
    第三章


    
      1「見みよ、わたしはわが使者ししゃをつかわす。彼かれはわたしの前まえに道みちを備そなえる。またあなたがたが求もとめる所ところの主しゅは、たちまちその宮みやに来くる。見みよ、あなたがたの喜よろこぶ契約けいやくの使者ししゃが来くると、万軍ばんぐんの主しゅが言いわれる。 2その来くる日ひには、だれが耐たえ得えよう。そのあらわれる時ときには、だれが立たち得えよう。
    


    
      彼かれは金きんをふきわける者ものの火ひのようであり、布ぬのさらしの灰汁あくのようである。 3彼かれは銀ぎんをふきわけて清きよめる者もののように座ざして、レビの子孫しそんを清きよめ、金銀きんぎんのように彼かれらを清きよめる。そして彼かれらは義ぎをもって、ささげ物ものを主しゅにささげる。 4その時ときユダとエルサレムとのささげ物ものは、昔むかしの日ひのように、また先さきの年としのように主しゅに喜よろこばれる。
    


    
      5そしてわたしはあなたがたに近ちかづいて、さばきをなし、占うらない者もの、姦淫かんいんを行おこなう者もの、偽いつわりの誓ちかいをなす者ものにむかい、雇人やといにんの賃銀ちんぎんをかすめ、やもめと、みなしごとをしえたげ、寄留きりゅうの他国たこく人じんを押おしのけ、わたしを恐おそれない者ものどもにむかって、すみやかにあかしを立たてると、万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる。
    


    
      6主しゅなるわたしは変かわることがない。それゆえ、ヤコブの子こらよ、あなたがたは滅ほろぼされない。 7あなたがたは、その先祖せんぞの日ひから、わが定さだめを離はなれて、これを守まもらなかった。わたしに帰かえれ、わたしはあなたがたに帰かえろうと、万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる。ところが、あなたがたは『われわれはどうして帰かえろうか』と尋たずねる。 8人ひとは神かみの物ものを盗ぬすむことをするだろうか。しかしあなたがたは、わたしの物ものを盗ぬすんでいる。あなたがたはまた『どうしてわれわれは、あなたの物ものを盗ぬすんでいるのか』と言いう。十分ぶんの一と、ささげ物ものをもってである。 9あなたがたは、のろいをもって、のろわれる。あなたがたすべての国民こくみんは、わたしの物ものを盗ぬすんでいるからである。 10わたしの宮みやに食物しょくもつのあるように、十分ぶんの一全部ぜんぶをわたしの倉くらに携たずさえてきなさい。これをもってわたしを試こころみ、わたしが天てんの窓まどを開ひらいて、あふるる恵めぐみを、あなたがたに注そそぐか否いなかを見みなさいと、万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる。 11わたしは食くい滅ほろぼす者ものを、あなたがたのためにおさえて、あなたがたの地ちの産物さんぶつを、滅ほろぼさないようにしよう。また、あなたがたのぶどうの木きが、その熟じゅくする前まえに、その実みを畑はたけに落おとすことのないようにしようと、万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる。 12こうして万国ばんこくの人ひとは、あなたがたを祝福しゅくふくされた者ものととなえるであろう。あなたがたは楽たのしい地ちとなるからであると、万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる。
    


    
      13主しゅは言いわれる、あなたがたは言葉ことばを激はげしくして、わたしに逆さからった。しかもあなたがたは『われわれはあなたに逆さからって、どんな事ことを言いったか』と言いう。 14あなたがたは言いった、『神かみに仕つかえる事ことはつまらない。われわれがその命令めいれいを守まもり、かつ万軍ばんぐんの主しゅの前まえに、悲かなしんで歩あるいたからといって、なんの益えきがあるか。 15今いまわれわれは高たかぶる者ものを、祝福しゅくふくされた者ものと思おもう。悪あくを行おこなう者ものは栄さかえるばかりでなく、神かみを試こころみても罰ばっせられない』」。
    


    
      16そのとき、主しゅを恐おそれる者ものは互たがいに語かたった。主しゅは耳みみを傾かたむけてこれを聞きかれた。そして主しゅを恐おそれる者もの、およびその名なを心こころに留とめている者もののために、主しゅの前まえに一つの覚おぼえ書がきがしるされた。 17「万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる、彼かれらはわたしが手てを下くだして事ことを行おこなう日ひに、わたしの者ものとなり、わたしの宝たからとなる。また人ひとが自分じぶんに仕つかえる子こをあわれむように、わたしは彼かれらをあわれむ。 18その時ときあなたがたは、再ふたたび義人ぎじんと悪人あくにん、神かみに仕つかえる者ものと、仕つかえない者ものとの区別くべつを知しるようになる。
    

  


  


  
    第四章


    
      1万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる、見みよ、炉ろのように燃もえる日ひが来くる。その時ときすべて高たかぶる者ものと、悪あくを行おこなう者ものとは、わらのようになる。その来くる日ひは、彼かれらを焼やき尽つくして、根ねも枝えだも残のこさない。 2しかしわが名なを恐おそれるあなたがたには、義ぎの太陽たいようがのぼり、その翼つばさには、いやす力ちからを備そなえている。あなたがたは牛舎ぎゅうしゃから出でる子こ牛うしのように外そとに出でて、とびはねる。 3また、あなたがたは悪人あくにんを踏ふみつけ、わたしが事ことを行おこなう日ひに、彼かれらはあなたがたの足あしの裏うらの下したにあって、灰はいのようになると、万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる。
    


    
      4あなたがたは、わがしもべモーセの律法りっぽう、すなわちわたしがホレブで、イスラエル全体ぜんたいのために、彼かれに命めいじた定さだめとおきてとを覚おぼえよ。
    


    
      5見みよ、主しゅの大おおいなる恐おそるべき日ひが来くる前まえに、わたしは預言者よげんしゃエリヤをあなたがたにつかわす。 6彼かれは父ちちの心こころをその子こ供ともたちに向むけさせ、子供こどもたちの心こころをその父ちちに向むけさせる。これはわたしが来きて、のろいをもってこの国くにを撃うつことのないようにするためである」。
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